「 評  　価 」
➢ 評価
ITCに於ける評価は、個人の成長を促し指導力と効果的な伝達能力を養うＩＴＣの基本理念です。引き続き改善していく基となる長所と、より深く学習と練習の必要な部分などが指摘され、会員として役割の長所や短所が検討の対象になります。評価は会員の向上に不可欠なもので、自分を知る上でも改善の目標を定める上でも役に立ち、目標達成に向かう進歩の度合いを図る助けになります。評価はその人の仕事振りや、会合への貢献度について慎重に下した査定です。
➢ 評価の目的
さらに伸ばしてゆくとよい長所を指摘したり、一層の研究や練習が必要な分野を認識させることによって会員の向上を促すことを目的としています。他の人から評価を受けることによって、自分自身の姿に気付き自己を認識するきっかけになります。又、改善のための提言をすることで会員は反省の機会を与えられ、人格成長を促す手段にしてもらうことを目的としています。効果的な評価なくしてはＩＴＣプログラムの目標に到達することはできません。評価者にとっては目標を持った評価を与え、情報を有効に伝えることで、観察力、分析力、判断力が向上することを目的としています。
➢よい評価
　やさしすぎもせず、厳しすぎもせず建設的でなければなりません。心を配り思いやりを持ちその人の成長や発展に積極的に貢献できるような方法で評価を伝えなければなりません。
　
評価者の心得

・ 長所と短所の分析
　　　　・ 勇気付け、励ましを与える

　　　　・ 実行できる範囲の改善への提案をする

　　　　・ 以前と比較して成長した点と可能性について評価を与える

　　　　・ 自己改善のため新しい目標を立てる機会を与える

評価者の注意点

· 欠点のみを捜すチェックマンになる
· 馬鹿にしたり恥をかかせる

· 発表者より目立とうとする

· 不公平に扱う

· 先輩ぶる

· 私のやり方でやりなさいと独断的になる

· ハンディキャップに触れる

· 発表者の言ったことの要約を述べ発表者の言葉を繰り返す

・避ける言葉　　　　　　　　　　・添える言葉
絶対、いつも　　　　　　　　　私の考えでは～

決して～でない　　　　　　　　～と私は思います
まったく　　　　　　　　　　　～と私は信じます
しかし～　　　　　　　　　　　私の経験では～

被評価者・ 常に客観性を見失わず評価者の意見に対する信頼と尊敬を持つ

・ 謙虚な受け止め方をする
・ 評価を新しいインフォメーションの源として考える

・ 提言を否定的に受け取らず成果を上げるための具体的な提案として受け止める
➢ 「欠けた円」　
◇貴女は、下の2図のうち、どちらの円が気になりますか？
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　　欠けている部分があるほうが気になり、「円として完全でない」と感じる人が多いでしょう。欠けている部分(短所)だけが気になってしまい、プラスである部分（長所）を見ようとしないということになっていませんか。マイナス面ばかりを指摘していませんか。長所を評価し伸ばすことも大切です。評価は相手を認め、相手が聞きたい褒め言葉を見つけ、それを伝えることが大切です。　　　　　
もし貴女が「丸い」がよいと思っていたとき、評価者に丸でなく「四角い」方がいいですよと評価されたら戸惑い、すぐには受け入れられないかもしれません。

それまでの自分は「丸い」形がよいと信じていましたから。しかし一歩前進するためへの入り口は「四角い」形をしています。こんなとき貴方はどうしますか。

「自分は丸いほうがいい。今のままでいい」と聞く耳を持たない、又は「自分には四角い能力がない」とあきらめますか。評価を受け入れ、今までの殻やこだわりを捨てやってみることで新しい自分を発見することができ、成長に繋がります。

✰ 私達は評価を感情的攻撃というよりむしろ感情的支持と受け止めることが出来れば ✰
ＩＴＣ訓練が非常に有益なものであることに気が付くでしょう！！　　
➢ほめるテクニック
『可愛くば五つ教えて三つほめ二つしかってよき人となせ』 （二宮尊徳の名言）
　　「ほめられ」「認められる」ことは、やる気を発奮しながら課題を一つひとつクリアして
目標を達成していく上で重要です。賞賛は効果的ですが、誠意のある当を得たものでなければなりません。「ほめる」と「お世辞」は違います。ほめるには、相手の存在意義を確認し自尊心を尊重しながら、相手に対し関心を持ち観察し分析して言葉を選んで伝えます。
　
1 ほめて欲しいポイントを見つける

2 タイミングよくほめる

3 喜びを伝える

4 具体的にほめる

5 当たり前でもほめる

➢アサーショントレーニング
評価を与える場合は、「相手にどのような方法で述べれば、私の評価を素直に受け入れ
てもらえるだろうか？」と自問してみてください。
相手を傷つけないで自分の気持ちを伝えるには、アサーショントレーニングが有効です。
アサーションとは、相手の立場や人権を尊重しお互いを大切にしながら素直にコミュニ
ケーションをする自己表現法です。相手の立場を理解し共感しながら、さらに自分の主
張も上手に自己表現していける人のことをアサ－ティブ（自己主張的）な人といいます。
評価は自分自身の経験とか背景や知識に基づくひとつの意見に過ぎないことを理解して

もらい、反論できない被評価者を不用意な言葉で傷つけないよう配慮が必要です。
評価は評価者と被評価者の双方が共に向上を望んでいると言う相互理解がなくてはなり

ません。
自分が言いたいことを言い損なったり、また分かってもらえなかったとき、そして「ああ、
言わなければよかった」とか、反対に「ちゃんと言っておけばよかった」と私達は自己嫌悪に陥ったりしますが、逆に相手を無視したり自分の意見を押しつけたりしたときは、たとえ自分の主張が通っても相手に悪い印象を与えてしまうので、後で悔やむことになります。私達は、「言い過ぎ」や「いそびれ」を繰り返してしまいがちです。相手の欠点を指摘したり馬鹿にして恥をかかせたり、またハンディキャップに触れて相手を傷つけないよう気をつけましょう。
傷つけない言い換え言葉
鈍い　→　おっとりしている、マイペース　　趣味がない　→　仕事熱心、仕事一筋

優柔不断な人　→　思慮深い人　　　　　　　目が出ない人　→　待機晩成型

マザコン　→　母親思いの人　　　　　　　　悪趣味　→　個性的

デブ　→　貫禄がある　　　　　　　　　　　仲が悪い　→価値観が違う　
自己表現の３つのタイプ
✦「アグレッシブ」　  　 自分が正しいことに固執し、他者を踏みにじる攻撃的なやり方　
✦「ノン・アサーティブ」 自分よりも他者を優先し、自分を押さえた受身的なやり方　
✦「アサーティブ」　　　 自分のことをまず考えるが、他者をも配慮するやり方　　　　　
相互尊重の精神に裏付けられた自己表現の技術と、充実した人間関係の持ち方について「言うべきことを言う」のもアサーションですが、経験の浅い新入会員には、あまりに多くの分野について改善点を列挙して閉口させないよう「言えるけれども、今はあえて言わない」という選択をすることもアサーションです。全てが素晴しく改善すべきことは何も見つかりませんと「言いたいけれど、改善点を言えない」のとは異なります。
　　
　　　　　　　
◇貴女は何個の正方形がみえますか？？
（水面下の正方形も活用しましょう）　　　　　
	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　
正解（　　　）

部分評価は一つひとつの正方形が対象ですが、総評は全ての正方形を対象とし、効果的な評価を与え改善への提言をします。評価者として表面に見えている正方形ばかりでなく隠れている正方形にも気を配ります。被評価者の潜在能力を引き出す提言を与えることは、被評価者の向上の手助けになります。　　　　
➢ロールプレイ　　
あるクラブ会合での評価者　　
	アグレッシブ　　　今日の会合は開会宣言から時間が守られず、ビジネスは各委員会報告も準備不足でした。教育は資料を配布しただけで少しがっかりしました。
   　　　　　　　プログラムは時宜を得たテーマを取り上げていましたが、プログラムへの
　　　　　　　　参加者が少なく、盛り上がりに欠けたと思います。（欠点ばかりを指摘する）
ノン・アサーティブ　開会宣言は少し定刻より遅れましたが、いつも開会前は忙しいので仕方がありません。ビジネスもスムースに運ばれよかったです。プログラムは楽しいものでした。今日の話題に私は指名されずよかったです。
（全てよかったばかりで改善への提言がない）

アサーティブ　  　開会が遅れたのは残念でした。次回は定刻に開会できるよう、会員は５分前には着席することも訓練の一つと心掛けましょう。ビジネスは議長はじめ各委員会の報告が正確かつ簡潔に情報を伝えられ、事前の準備が感じられるものでした。議事録の朗読は、少し読み上げ速度が速いと感じました。聞き漏らしがないよう聞き取りやすい速度を工夫されると、もっと素晴しい朗読の訓練になるのではと感じました。　　　　　（よい点は認め、改善点の提言をする）



評価訓練の成果をＩＴＣの内部だけでなく、家庭や職場また地域社会で活用しましょう

	友人からの電話

Ａ子さんは、今ブームの韓国ドラマの大ファンです。毎週欠かさず楽しみにしていた

ドラマの最終回が始まり、ドラマはいよいよクライマックスです。

その時、友人から電話がかかりました。主人と喧嘩をし離婚するつもりだと涙声で彼の

悪口を喋りだしました。　　　その時Ａ子さんの行動は-----

アグレッシブ　   　いつも夫婦喧嘩の度に電話をしてきて、不満や愚痴ばかり言ってくること
を怒り「今、手が離せないことがあるのよ！」と電話を切ってしまう。

ノン・アサーティブ ドラマを見たいのを辛抱し、黙って愚痴を聞いてあげ、

最終回を見そびれてしまう。

アサーティブ　  　 気持ちが落ち着くよう慰めの言葉をかけてから、欠かさず見てきた
ドラマの最後を見たいことを伝え、あと10分程したらもう一度電話を
くれるか、こちらから電話をすると告げ電話を切る。
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· 評価の手引き ◇

	開　　会
	・会員は礼節を守り、静かに座って開会を待つことができましたか

・定刻に開会宣言されましたか

	接　　待
	・和やかな雰囲気作りができていましたか

・会員はゲストを心から歓迎の態度でお迎えしていましたか

・ゲストの席札、名札は用意されていましたか

	ITC宣誓
	・はっきり宣誓をリードしましたか

・宣誓は熱意を込めて行われましたか

	歓迎の辞
	・挨拶の内容は会合の目的が表明され、時宜をえたものでしたか

・会長は心の準備ができていましたか

・内容は全員に向けられたものでしたか

	紹　　介
	・来賓の紹介は儀典に沿って順序よく正しく行われましたか

・ゲストの役職や名前ははっきり述べられましたか

	インスピレーション
	・会合のテーマに相応しく、感銘と教示を与えるものでしたか

・読み上げ方はよかったですか

・引用文ならば著者名を告げましたか

	ビジネス


	・議長は事前の計画と準備ができていましたか

・ロールコールの後、議長は定足数に達したことを確認し議事成立を

発表しましたか

・議事録は正確かつ簡潔で、個人的な見解がはいらない、事実のみの

報告でしたか

・議事録朗読は明快で聞き取りやすい速度でしたか

・会計は繰越金額、入出金、残高等の財務報告は簡潔で、請求書の提出

方法はよくわかるよう準備されていましたか

・Ｄ/Cはカウンスル会合での議事を要約し、それがクラブにどう

関係するか報告されましたか。次回会合への呼掛けをしましたか

・委員会報告は正確かつ明瞭簡潔に情報を会員に与え、よくわかる

よう準備されていましたか

・議長は議事運営手順を心得ており、審議は公平に手際よく処理され

ましたか

・ビジネスは無駄なく効率よく円滑に執り行われましたか

	

	教　　育
	・ＩＴＣの訓練に相応しい教育的で有意義な題材でしたか

・会員によく理解されるよう説明しましたか

・十分準備されていましたか

	プログラム

＊プログラムリーダー

今日の話題

＊リーダー
	・ビジネスからプログラムへの移行はスムーズでしたか

・プログラムリーダーの紹介は妥当でしたか

・スピーカーの紹介は会員の興味を引きましたか

・その日のプログラムの性質と内容をよく理解していましたか

・テーマにあった効果的な進め方をしましたか

・スピーカーの話の材料を侵害しませんでしたか

・次のスピーカーへの橋渡しはスムーズにできましたか

・プログラム参加者への労いの言葉と共に拍手の先導がありましたか

・テーマは時宜をえており興味をかきたてるものでしたか

・時間配分と指示は明確でしたか

・スピーカーのつなぎは手際よくできましたか

・参加者は指示を守れましたか

	スピーカー
	・スピーチの内容、態度、姿勢、声、話し方はどうでしたか

・スピーチはテーマから逸脱しませんでしたか

・スピーカーは聴衆の興味、反応に注意を払っていましたか

・与えられた時間を守り、指示に従いましたか

	会員の態度
	・定刻には席に着いていましたか

・私語は無かったですか

・スピーチを聞く態度はよかったですか

	計　　時
	・タイマーは正確に計時できましたか

・計画されたプログラムのタイムの調整をしましたか

・タイムの合図が必要なとき、合図を正しく出しましたか

・計時報告はビジネス、プログラムの総時間を報告しましたか

	総　　評
	・マニュアルに沿って会合全体を評価し、所感を述べましたか

・今後の学習や改善のための建設的な提言をしましたか

	閉会の辞
	・会長は会合の参加者へ労いの言葉を掛け、次回への呼びかけが

ありましたか

	閉　　会
	・時間どおりでしたか

・よい会合でしたか
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